
九
州
方
言
に
お
け
る
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況

、

住

田

幾

子

 
は
 
じ
 
め
 
に

 
九
州
方
言
上
に
は
、
形
容
詞
の
「
ハ
ヤ
カ
（
早
い
）
」
、
形
容
動
詞
の
「
リ

ッ
パ
カ
（
立
派
だ
）
」
な
ど
、
終
止
形
が
「
カ
」
で
言
い
き
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
「
力
語
尾
」
形
容
語
が
存
立
し
て
い
る
。
こ
の
特
異
な
方
言
形
・
「
拘
語
尾
」

が
、
な
ぜ
、
九
州
方
言
に
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
 
「
力
語
尾
」
の
存
立
を

考
究
す
る
こ
と
は
、
，
九
州
方
言
の
特
質
の
一
つ
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
ろ

う
。

 
 
「
力
語
尾
」
成
立
の
母
体
に
は
、
 
「
カ
リ
活
用
」
の
隆
盛
が
考
え
ら
れ
る
。

九
州
方
言
上
、
、
「
カ
リ
活
用
」
は
、
各
活
用
形
と
も
に
、
今
日
、
盛
ん
に
お
こ

．
な
わ
れ
て
い
る
。
 
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況
を
見
る
と
、
終
止
形
・
連
体
形
の

 
「
力
語
尾
」
が
存
立
し
て
い
る
地
域
と
、
「
カ
リ
活
用
」
の
未
来
形
、
連
用
形
、

仮
定
形
な
ど
が
日
常
一
般
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
終
止
形
・
連
体
形
の
存
立
し

て
い
な
い
地
域
乏
が
あ
る
。

 
 
「
力
語
尾
」
の
分
布
ば
、
九
州
の
西
半
一
帯
を
お
お
っ
て
い
る
。
 
（
注
1
）

そ
の
内
部
状
況
に
つ
い
て
は
ハ
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
一

 
ω
形
容
詞
・
形
容
動
詞
と
も
に
力
語
尾
の
存
す
る
地
域

 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
㈲
形
容
詞
の
力
語
尾
が
存
す
る
地
域

 
㈲
ヨ
カ
（
よ
い
）
・
．
ナ
カ
（
な
い
）
の
二
語
の
み
が
存
す
る
地
域

 
ω
隔
心
の
み
が
存
す
る
地
域
．

に
、
．
大
き
く
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
い
っ
ぽ
う
、
終
止
形
・
連
体
形
以
外
の
「
カ
リ
活
用
」
の
各
活
用
形
の
分
布

領
域
は
、
西
半
鐘
は
も
と
よ
り
東
．
半
域
を
も
お
お
う
九
州
一
円
に
わ
た
る
。

馳
「
カ
リ
活
用
」
を
温
存
す
る
九
州
方
言
に
あ
っ
て
、
そ
の
終
止
形
・
連
体
形
の

存
立
如
何
は
、
九
州
の
西
部
と
東
部
と
の
方
言
事
情
の
差
異
を
示
す
も
の
と
な

る
。

 
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
ま
だ
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
九
州
方
言
に
「
カ
ゾ

活
用
」
が
温
存
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な
る
。
「
力
語
尾
」

考
察
の
た
め
の
基
礎
作
業
示
し
て
も
、
 
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況
を
把
握
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
一
歩
ず
つ
「
力
語
尾
」
の
本
質
に
迫
っ
て

い
こ
う
ど
思
う
。
．

 
本
稿
で
は
、
 
「
力
語
尾
」
保
有
域
で
の
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況
と
、
 
「
力
語

尾
」
を
保
有
し
て
い
な
い
地
域
で
の
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況
と
を
報
告
し
つ

つ
、
．
幾
つ
か
の
問
題
点
を
と
り
出
し
て
み
た
い
。
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九
州
方
言
に
お
け
る
「
カ
ザ
活
用
」
の
現
況



 
 
剛
 
．
「
力
語
尾
」
・
を
有
す
る
「
カ
リ
活
用
」
‘

 
 
「
カ
リ
活
用
」
方
式
の
中
に
あ
っ
て
、
 
「
力
語
尾
」
形
と
な
る
の
は
、
終
止

形
と
連
体
形
と
で
あ
り
、
両
者
は
字
形
で
あ
る
。
こ
の
終
止
形
・
連
体
形
を
保

・
有
す
る
か
否
か
が
、
九
州
方
言
上
で
の
．
「
カ
リ
活
用
」
の
地
域
差
と
も
な
る
。

 
ま
ず
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
ど
も
に
「
力
語
尾
」
終
止
形
の
「
カ
リ
活
用
」
・

を
見
る
こ
と
に
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
力
語
尾
」
専
用
地
域
で
は
、
形
容
詞
は
も

と
よ
り
、
助
動
詞
．
「
た
い
（
希
望
）
」
、
 
「
ら
し
い
（
推
定
）
」
、
形
容
動
詞

な
ど
が
」
「
カ
リ
活
用
」
方
式
を
と
る
。
こ
こ
で
は
、
有
明
海
に
面
し
た
佐
賀
県

．
鹿
島
市
で
の
「
カ
リ
活
用
」
・
．
の
様
相
に
焦
点
を
あ
て
る
。
 
（
注
2
）
各
活
用
形

の
方
言
上
の
生
き
ざ
ま
を
と
ら
え
る
た
め
に
も
、
文
表
現
例
を
多
く
掲
げ
て
み
、

た
い
。

一
終
止
形
・
連
体
形

 
形
容
請
が
述
部
之
な
り
、
文
末
に
立
つ
例
で
は
、
、

 
○
コ
リ
ャ
 
ク
サ
カ
。
 
（
青
女
）

 
 
 
 
そ
れ
は
、
臭
い
こ
と
。
・
 
 
 
 
 
 
 
-

 
○
ヨ
ソ
バ
シ
カ
。
ハ
ヨ
 
ゴ
ギ
ャ
ン
タ
 
ス
チ
ン
シ
ャ
イ
。
 
（
申
女
）

 
 
 
 
き
た
な
い
こ
と
。
早
く
こ
の
よ
う
な
の
は
捨
て
な
さ
い
。

な
ど
が
あ
る
。
土
ハ
通
語
訳
に
「
～
こ
と
」
と
言
い
添
え
酷
く
思
わ
れ
る
、
詠

嘆
的
表
現
と
な
る
。
形
容
動
詞
の
用
例
、

 
○
ワ
ー
、
キ
レ
ー
世
一
。
．
（
青
女
）

 
 
 
 
わ
あ
、
綺
麗
だ
こ
と
。

で
も
、
．
同
様
の
表
現
で
あ
る
。
助
動
詞
の
用
例
v

 
O
イ
キ
タ
カ
r
。
 
（
青
女
）

 
 
 
 
行
き
た
い
な
あ
コ

に
も
、
・
「
行
き
た
く
て
た
ま
ら
な
い
。
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
感
じ
と
ら
れ
、

・
る
。
 
 
 
、
 
「
．
～

 
○
ア
ソ
・
コ
ン
」
オ
ン
セ
ン
ナ
 
ホ
ン
ニ
 
キ
モ
チ
ン
 
ヨ
カ
ラ
シ
カ
。

 
 
 
（
老
女
）

 
 
 
 
あ
そ
こ
の
温
泉
は
ほ
ん
と
う
に
気
持
ち
が
よ
い
ら
し
い
。

は
、
同
じ
ぐ
助
動
詞
「
ち
し
い
」
の
用
例
で
あ
る
が
、
副
詞
「
ホ
ン
ニ
」
と
呼

応
し
た
強
調
表
現
で
あ
る
。
・
終
止
形
で
文
を
く
く
る
表
現
を
見
乃
と
、
一
種
の

感
動
文
を
し
た
て
る
要
素
が
、
 
「
カ
リ
活
用
」
の
終
止
形
に
は
認
め
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。

 
○
ア
ン
タ
ー
 
コ
ス
カ
 
ナ
i
。
 
（
聖
女
）

 
 
 
 
あ
ん
た
は
こ
す
い
わ
ね
。
9

の
よ
う
に
、
 
「
ナ
ー
」
な
ど
の
文
末
詞
が
続
く
表
現
も
多
く
聞
か
れ
る
。
こ
の

ほ
か
、
助
詞
が
接
続
す
る
場
合
に
は
、

 
○
ア
ン
タ
ガ
 
ハ
ヤ
カ
ギ
ー
 
チ
ョ
ッ
ト
 
マ
ッ
ト
ッ
テ
 
ネ
i
。
（
青
女
）
．

 
 
 
 
あ
ん
た
が
早
け
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
ね
。

 
○
カ
ン
タ
ン
カ
ケ
ン
 
ス
グ
 
シ
ー
、
ユ
！
．
・
モ
ン
。
 
（
青
女
）

 
 
 
 
簡
単
だ
か
ら
す
で
に
だ
き
る
も
の
。

 
○
ソ
ガ
ン
 
オ
イ
ガ
 
ワ
ル
ガ
バ
シ
ン
ゴ
ト
 
イ
ワ
イ
ナ
。
 
（
申
男
）
．

 
 
 
 
そ
ん
な
に
俺
が
悪
く
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
言
い
な
さ
る
な
。

 
○
ア
引
バ
ッ
テ
ン
 
コ
引
バ
 
ヒ
ト
ツ
ー
タ
ベ
テ
 
刻
ン
シ
ャ
引
。
 
（
中

 
 
女
）

 
 
 
．
甘
い
け
ど
、
こ
れ
を
一
つ
食
べ
て
く
だ
さ
い
。
，

 
○
キ
レ
ー
カ
テ
バ
ッ
カ
イ
 
ユ
ー
テ
 
オ
池
ー
ジ
ノ
 
ウ
マ
サ
ー
心
（
青
女
）
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綺
麗
だ
と
ば
か
り
言
っ
て
、
お
世
辞
の
う
ま
い
こ
と
。

 
○
リ
コ
ー
カ
カ
 
ド
ギ
ャ
ン
ヤ
ロ
 
カ
、
キ
ー
テ
 
ミ
．
ユ
…
 
カ
。
（
青
女
）

 
 
 
 
利
巧
だ
か
ど
う
だ
ろ
う
か
、
．
聞
い
て
み
よ
う
か
。

 
○
バ
ク
ジ
ョ
ー
カ
ニ
モ
 
ホ
ド
ノ
 
ア
ッ
 
．
ネ
ー
。
 
（
青
女
）

 
 
 
 
薄
情
に
も
ほ
ど
が
あ
る
ね
え
。

な
ど
が
あ
る
。
助
動
詞
が
接
続
す
る
例
で
は
、

 
○
．
キ
ョ
ー
カ
ゴ
タ
ッ
 
．
タ
イ
ネ
。
 
（
青
女
）

 
 
 
 
器
用
な
よ
う
だ
ね
。

，
○
コ
イ
ワ
 
イ
ロ
ノ
 
シ
ロ
カ
デ
ス
 
モ
ン
ネ
ー
。
 
（
中
男
）

 
 
 
 
こ
れ
は
色
が
白
い
．
で
す
も
の
ね
え
。

．
σ
シ
ズ
カ
カ
ナ
イ
バ
 
ソ
到
 
イ
測
 
タ
チ
ュ
ー
 
カ
痢
。
 
（
中
女
）

 
 
 
 
静
か
な
ら
ば
そ
こ
に
家
を
建
て
よ
う
か
ね
。

 
σ
ケ
引
カ
ナ
イ
ド
ソ
 
刻
引
臼
ワ
ー
ク
窓
口
 
モ
ン
。
 
（
老
女
）

 
 
 
 
け
ち
だ
け
れ
ど
、
．
私
に
は
く
だ
さ
っ
た
も
の
。

な
ど
が
得
ら
れ
た
。
特
異
な
形
容
動
詞
の
用
例
を
主
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る

が
、
形
容
詞
も
形
容
動
詞
も
同
様
の
状
況
で
、
 
「
力
語
尾
」
が
自
在
に
、
共
通

語
形
「
イ
語
尾
」
に
匹
敵
す
る
働
き
を
し
て
い
る
。

 
体
言
に
続
く
用
法
は
、

 
○
ワ
ッ
カ
 
モ
ン
ナ
 
ナ
L
モ
 
シ
ゴ
ザ
レ
ン
。
 
（
老
女
）

 
 
 
 
若
い
者
は
な
に
も
な
さ
ら
な
い
。
 
（
し
ょ
う
と
は
し
な
い
。
）

 
○
リ
ッ
パ
カ
，
イ
エ
ニ
 
ナ
シ
ン
サ
ッ
タ
ナ
タ
ー
。
 
（
中
女
）
．

 
 
 
 
立
派
な
家
に
な
さ
っ
た
ね
え
。
，

、
○
キ
レ
ー
ガ
ト
バ
 
ツ
メ
ン
シ
ャ
イ
。
 
（
三
女
）

 
 
 
 
綺
麗
な
の
を
つ
め
．
な
さ
い
。

九
州
方
言
に
お
け
る
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況

！

な
ど
で
あ
る
。

 
以
上
、
終
止
形
と
連
体
形
と
は
、
同
形
の
「
力
語
尾
」
で
あ
る
。
当
地
方
言

で
は
、
形
容
詞
と
そ
れ
に
準
ず
る
活
用
を
す
る
助
動
詞
も
、
あ
る
い
は
形
容
動

詞
も
、
終
止
形
・
連
体
形
は
、
一
様
に
「
力
語
尾
」
形
と
な
つ
で
い
る
。

采
然
形
・
未
来
形

 
否
定
の
助
動
詞
が
続
く
時
は
馬

 
○
オ
ナ
ゴ
ワ
．
ヤ
サ
シ
カ
ラ
ン
バ
 
イ
カ
ン
。
・
．
（
園
内
）

 
 
 
．
女
は
優
し
く
な
い
と
い
け
な
い
。

 
○
ソ
ギ
ャ
ン
 
キ
ノ
ド
ク
カ
ラ
ー
ジ
デ
ン
 
ヨ
カ
 
ト
サ
。
 
（
老
女
）

 
 
 
 
そ
ん
な
に
気
．
の
毒
に
思
わ
な
く
て
も
い
い
の
に
さ
。

な
ど
と
、
そ
の
活
用
形
は
「
カ
ラ
」
と
な
る
。

 
ま
た
、
未
来
形
は
、

 
○
ネ
ー
チ
ャ
ン
ワ
 
キ
レ
ー
二
三
ー
 
ガ
。
 
（
中
女
）

 
 
 
 
姉
ち
ゃ
ん
は
綺
麗
だ
ろ
う
が
。
 
（
妹
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ

 
 
 
 
ど
…
…
。
）

と
、
 
「
力
匂
i
」
で
あ
る
。

蓮
用
形

．
連
用
形
の
一
つ
に
、
 
「
カ
イ
」
が
あ
る
。
 
「
カ
イ
」
は
、
 
「
カ
リ
」
の
変
化

形
で
あ
る
が
、

 
○
キ
レ
ー
カ
イ
オ
ツ
タ
ケ
ン
 
ネ
ー
。
 
（
青
女
）

 
 
 
 
綺
麗
だ
っ
た
か
ら
ね
え
。
．

 
○
ヨ
ー
 
キ
テ
ク
イ
オ
ン
シ
ヤ
ッ
タ
ケ
ン
 
ジ
ユ
三
身
ィ
オ
ッ
タ
 
モ
ン
ネ

 
 
一
1
。
（
青
女
）

よ
く
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
か
ら
自
由
に
思
っ
て
い
た
（
重
宝
し
て
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い
た
）
も
の
ね
え
。

な
ど
と
、
過
去
を
回
想
す
渇
表
現
に
お
い
て
聞
か
れ
る
。
動
詞
「
オ
ル
 
（
居

る
）
」
の
過
去
形
が
続
ぐ
「
カ
イ
オ
ッ
タ
」
は
、
慣
用
的
な
用
法
と
な
っ
て
い

る
。

 
 
「
カ
イ
」
は
ま
た
、

 
 
○
ソ
ガ
ン
 
セ
ン
デ
ン
 
ヨ
カ
イ
ソ
ー
ナ
 
モ
ン
 
バ
ッ
テ
ン
。
 
（
中
男
）

 
 
 
 
 
そ
ん
な
に
し
な
く
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
け
れ
ど
。

と
、
助
動
詞
「
ソ
ー
ナ
．
（
そ
う
だ
）
」
 
（
「
ソ
ー
二
」
）
が
接
続
す
る
場
合
に

起
活
用
す
る
。
し
か
し
、
 
「
カ
イ
ソ
ー
ナ
」
、
．
「
カ
イ
ソ
ー
二
」
は
、
形
容
詞

・
・
「
よ
い
」
に
は
続
い
て
い
る
が
、
他
の
形
容
詞
、
形
春
動
詞
に
続
く
例
が
聞
か

れ
な
い
。

 
 
い
ま
一
つ
の
連
用
形
ぱ
、
 
「
カ
ッ
」
．
で
あ
る
。

 
 
○
テ
ン
ス
ー
ノ
 
ヨ
カ
ッ
テ
・
ゴ
ー
カ
ク
シ
タ
。
 
（
中
身
）

 
 
 
 
 
点
数
が
よ
く
て
合
格
し
た
。

 
 
○
ア
ン
 
ヒ
タ
キ
レ
ー
カ
ツ
テ
 
ハ
ヨ
 
オ
ヨ
メ
ニ
 
ぞ
キ
ン
シ
ャ
ツ

 
 
 
タ
。
 
（
青
女
）

 
 
 
 
 
あ
の
人
な
綺
麗
で
早
く
お
嫁
に
い
か
れ
た
。

な
ど
、
助
詞
「
テ
（
て
）
」
が
接
続
す
る
。
 
「
テ
モ
（
て
も
）
」
も
続
き
、

 
○
ヌ
ッ
カ
ッ
テ
モ
．
ヒ
ヒ
ヤ
カ
ッ
テ
モ
 
ア
シ
タ
ワ
 
チ
ャ
ン
ト
 
キ
テ
．
イ

 
 
カ
ン
バ
 
イ
カ
ン
。
 
（
三
男
）

 
 
 
 
暖
か
く
て
も
寒
く
て
も
明
日
は
ち
ゃ
ん
と
着
て
い
か
な
砥
と
い
け
な

 
 
 
 
．
い
。

の
用
例
が
あ
る
，
．
過
去
形
の
「
カ
ッ
タ
」
．
は
、
さ
か
ん
に
お
て
な
わ
れ
て
い
，

る
。

o
劉
チ
・
ン
ナ
ツ
訓
到
「
モ
ン
引
。
（
老
女
）

 
 
 
 
爺
ち
ゃ
ん
は
（
体
が
）
強
か
っ
た
も
の
ね
え
。

な
ど
、
形
容
詞
の
「
ガ
ッ
タ
」
は
共
通
語
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
当
地
方
言

で
は
、

 
○
ガ
ン
ジ
ュ
ー
カ
ッ
タ
モ
ン
ネ
ー
。
ナ
ガ
イ
キ
 
シ
ナ
イ
タ
。
 
（
老
女
）

 
 
 
 
頑
丈
だ
っ
た
も
の
ね
え
。
長
生
き
な
さ
っ
た
。

と
、
形
容
動
詞
も
「
ガ
ン
ジ
ュ
ー
カ
ッ
タ
」
と
活
用
す
る
。

百
然
形
 
 
，
 
 
 
 
 
 
一

 
「
カ
イ
ド
ン
（
か
れ
ど
略
）
」
と
、
助
詞
「
ド
ン
（
ど
も
）
」
が
接
続
し
た

己
然
形
．
「
カ
イ
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

 
○
ワ
ッ
カ
イ
下
ン
 
シ
ッ
カ
イ
、
シ
ト
イ
ナ
ッ
。
 
（
中
女
）

 
 
 
 
若
い
．
け
れ
ど
も
し
っ
か
り
し
て
い
ら
し
ゃ
る
。
．

 
○
ビ
ン
ブ
r
カ
イ
ド
ン
 
タ
ブ
ッ
ト
ワ
 
タ
ベ
オ
ッ
タ
。
 
（
中
女
）

 
 
 
 
貧
乏
だ
け
れ
ど
食
べ
る
の
は
食
べ
て
い
た
。

な
ど
が
そ
の
用
例
で
あ
る
。
 
「
カ
イ
」
は
、
 
「
カ
レ
」
の
変
化
形
で
あ
る
。

 
以
上
が
、
鹿
島
市
で
の
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況
で
あ
る
。
当
地
で
の
「
カ
リ

活
用
」
を
一
覧
表
に
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
つ

未
然
形
」

未
来
形

連
用
形

カ
ラ
 
 
．
カ
イ

カ
ロ
ー
 
 
カ
ッ

終
止
形
・
連
体
形

カ

已
然
形

カ
イ

当
地
方
言
で
は
、
形
容
詞
も
形
容
動
詞
も
区
別
な
く
「
カ
リ
活
用
」
が
お
こ
な
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わ
れ
て
お
り
、
未
然
形
、
未
来
形
、
連
用
形
、
終
止
形
・
連
体
形
、
已
然
形
の

各
活
用
形
を
具
備
し
て
い
て
、
 
「
カ
リ
活
用
」
発
展
の
極
み
の
状
況
を
呈
し
て

い
る
。

 
九
州
の
肥
筑
・
薩
隅
の
方
言
域
に
お
い
て
は
、
 
「
カ
リ
活
用
」
の
発
展
過
程

を
示
す
さ
ま
ざ
ま
の
様
相
が
見
受
け
ら
れ
る
。
形
容
詞
・
形
容
動
詞
と
も
に

「
力
語
尾
」
専
用
地
域
で
あ
る
鹿
島
市
に
次
ぐ
様
相
を
見
せ
る
の
が
、
形
容
詞

の
「
力
語
尾
」
専
用
地
域
で
あ
る
。
薩
摩
半
島
南
端
に
位
置
す
る
鹿
児
島
県
揖

宿
郡
山
川
町
岡
児
ケ
水
の
形
容
詞
の
活
用
方
式
は
、
『
九
州
方
言
の
基
礎
的
研

究
」
 
（
九
州
方
言
学
会
編
 
風
間
書
房
 
昭
和
4
4
年
5
月
）
に
よ
る
と
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
る
。

例
黒
い

う
れ
し
い

語
幹
［
①
未
然
②
仮
定
［
④
未
来
［
⑤
蒲
一
⑥
連
醐
⑦
塁
⑧
連
体

ク
ロ

ウ ウ
ヒ）ζ）

ー
ガ
ラ

ー
カ
ラ

ト
ガ
レ

（
ー
ガ
ヤ
）

ー
カ
レ

（
ー
カ
ヤ
）

ー
ガ
ロ

ー
カ
白

 
ー
ガ
イ

i
ガi

め

ー
カ

ー
ガ
ッ 

ー
カ
ッ

i
ガ

ー
カ

i
ガ

ー
カ

当
地
方
言
で
は
、
形
容
詞
一
般
に
こ
の
活
用
表
が
該
当
す
る
。
鹿
島
市
と
同

様
ふ
各
活
用
形
を
具
備
し
て
い
る
。
し
か
し
、
形
容
動
詞
で
も
、
わ
ず
か
の
語

が
終
止
形
・
連
体
形
の
「
力
語
尾
」
だ
け
を
有
す
る
と
の
こ
と
で
、

 
 
ニ
ガ
（
新
し
い
）
 
キ
ガ
（
黄
色
い
Y
 
ヒ
カ
（
悲
し
い
）
 
ハ
デ
ガ
（
派

 
 
手
だ
）
 
ヂ
ミ
ガ
（
地
味
だ
）
 
キ
ノ
ド
ッ
カ
（
気
の
毒
だ
）

な
ど
の
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
方
言
に
う
形
容
動
詞
の
幽
「
力
語
尾
」
化
傾

向
が
認
め
ら
れ
、
 
「
力
語
尾
」
進
展
過
程
の
一
様
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
州
方
言
に
お
け
る
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況

「
カ
リ
活
用
」
が
形
容
動
詞
へ
進
展
す
る
際
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、
終
止
形
・

連
体
形
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
当
地
で
の
形
容
動
詞
の
「
力
語
尾
」

化
は
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
鹿
島
市
の
状
況
か
ら
判
断
す

る
と
、
い
ず
れ
は
、
終
止
形
・
連
体
形
か
ら
他
の
活
用
形
へ
進
行
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
よ
う
。

 
さ
て
、
形
容
詞
に
お
い
て
「
力
語
尾
」
と
「
イ
語
尾
」
と
が
併
用
さ
れ
る
現

象
も
、
「
力
語
尾
」
化
の
過
程
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る

「
力
語
尾
」
 
「
イ
語
尾
」
併
用
地
域
で
あ
る
。
「
方
言
学
講
座
 
第
四
巻
」
（
東

条
操
監
修
 
東
京
堂
 
昭
和
3
6
年
）
に
は
、
 
「
鹿
児
島
．
・
宮
崎
南
部
」
の
形
容

詞
に
つ
い
て
、

 
 
剃
頭
方
言
の
申
で
は
力
語
尾
・
イ
語
尾
の
両
型
を
併
用
す
る
地
域
が
大
部

 
 
分
を
占
め
る
。
た
ど
え
ば
鹿
児
島
市
で
は
両
型
が
五
分
五
分
に
聞
か
れ

 
 
る
。
い
ず
れ
か
と
言
え
ば
力
一
型
は
女
性
に
多
く
、
イ
語
尾
型
ば
男
性
に

 
 
多
い
。
が
し
か
し
、
鹿
児
島
湾
を
は
さ
ん
で
大
隅
半
島
で
は
イ
語
尾
が
、

 
 
薩
摩
半
島
の
端
で
は
力
語
尾
が
多
用
さ
れ
る
。

と
あ
る
。
ま
た
、
・
「
方
言
生
活
の
実
態
」
 
（
松
田
正
義
 
明
治
書
院
，
昭
和
3
5

年
）
に
は
、
 
「
熊
本
県
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
内
牧
」
で
は
、
老
人
は
「
イ
語
尾
」
で

あ
る
が
、
中
学
生
か
ら
若
い
人
に
か
け
て
は
「
力
語
尾
」
を
使
用
す
る
旨
の
記

述
も
見
え
る
。
形
容
詞
の
「
力
語
尾
」
化
が
、
女
性
あ
る
い
は
若
年
層
に
起
こ

り
が
ち
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
が
、
こ
う
い
つ
た
地
域
で
の

「
カ
リ
活
用
」
の
全
容
を
調
査
し
得
て
い
な
い
の
で
、
状
況
把
握
は
今
後
に
期

し
た
い
。
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
な
形
容
詞
か
ら
「
力
語
尾
」
が
使
用
さ
れ
る
の

か
、
．
語
彙
的
な
調
査
も
必
要
と
な
ろ
う
。

 
ゴ
カ
語
尾
」
の
最
も
淡
い
状
態
を
見
せ
る
の
が
、
形
容
詞
全
般
に
「
イ
語
尾
」
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の
お
こ
な
わ
れ
る
中
に
、
「
ヨ
カ
」
の
み
が
聞
か
れ
る
地
域
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
「
ヨ
カ
」
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
 
「
力
語
尾
」
．
存
立
の
一
つ
の
特
徴

的
な
現
象
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
福
岡
県
浮
羽
郡
吉
井
町
で
の
形
容
詞

は
「
「
イ
語
尾
」
で
あ
る
が
、
 
「
ヨ
カ
」
が
、
年
層
、
」
男
女
の
区
別
な
く
自
然
会

話
に
鮒
が
れ
る
。
 
（
注
2
）
当
地
の
「
よ
い
」
は
、
 
「
エ
ー
」
が
通
常
で
あ
る

・
が
、
「
ヨ
カ
」
が
、
「
よ
い
こ
と
ば
」
と
の
意
識
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

丁
寧
な
毛
の
言
い
冠
す
る
時
は
、

 
○
ヨ
カ
引
ス
 
モ
ン
引
。
 
（
老
女
）

 
 
 
 
い
い
で
す
も
の
ね
え
。

 
○
ヨ
カ
 
コ
ト
．
バ
 
ツ
カ
イ
ナ
サ
ル
ケ
。
 
（
老
女
）

 
 
 
 
い
い
こ
ど
ば
を
使
わ
れ
る
か
ら
。

な
ど
と
、
「
ヨ
カ
」
が
聞
か
れ
る
。
 
「
デ
ス
（
丁
寧
）
」
、
「
ナ
サ
ル
（
尊
敬
）
」
、

な
ど
の
助
動
詞
と
呼
応
し
た
表
現
に
「
ヨ
カ
」
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

 
○
下
切
。
ヨ
カ
。
翌
日
、
ヨ
カ
。
ヨ
カ
。
 
（
老
男
）

 
 
 
 
 
（
心
配
し
な
く
て
も
）
い
い
。
い
い
。
い
い
、
い
い
。
い
い
。

は
↓
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
試
合
中
で
の
友
人
の
失
敗
に
対
し
て
、
・
い
た
わ
ゆ
の
意
の

こ
め
ら
れ
た
発
言
で
あ
る
。
相
手
に
物
を
勧
め
る
時
は
、

 
○
ヨ
カ
ツ
オ
 
ト
ラ
ン
 
ノ
。
 
（
老
男
）

 
 
 
 
い
い
．
の
を
と
ら
な
い
か
い
。
・

と
な
り
、
依
頼
文
で
は
、

 
○
誤
解
ナ
ラ
．
ッ
イ
テ
 
キ
テ
ー
。
 
（
少
女
）

 
 
 
 
よ
け
れ
ば
つ
い
て
来
て
よ
。

と
な
る
。
相
手
の
物
を
誉
め
る
表
現
に
も
、

 
○
ソ
ン
 
フ
ク
 
ヨ
カ
ー
。
 
（
少
女
）

そ
の
服
、
と
て
も
「
い
い
こ
と
。

 
○
ヨ
カ
 
ク
ル
マ
i
。
 
（
少
男
）

 
 
 
 
い
い
車
だ
な
あ
。
．

 
○
エ
ラ
イ
 
西
霞
 
イ
エ
．
タ
テ
チ
ョ
ル
 
ヨ
。
 
（
老
男
）
'

 
 
 
 
な
ん
と
い
い
家
を
建
て
て
い
る
よ
。

な
ど
と
、
「
ヨ
カ
」
-
が
使
わ
れ
る
。
「
～
ヨ
二
三
。
」
、
「
～
ク
ル
マ
ー
。
」

な
ど
の
文
末
の
長
呼
、
上
昇
音
調
、
あ
る
い
は
副
詞
「
エ
ラ
ィ
」
と
「
ヨ
カ
」

と
の
呼
応
す
る
表
現
な
ど
か
ち
、
こ
れ
ら
は
、
一
種
の
感
動
文
と
思
わ
れ
る
。

．
親
し
い
者
同
志
で
も
、
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
で
は
、

 
○
キ
ョ
ー
ワ
 
エ
ラ
イ
 
ヨ
カ
 
テ
ン
．
キ
 
ネ
ー
。
 
（
中
立
）

 
 
 
 
．
ぎ
ょ
う
は
、
と
て
も
い
い
天
気
ね
え
。

な
ど
と
、
 
「
ヨ
カ
」
．
が
見
ら
れ
る
。
総
じ
て
、
当
地
で
の
「
ヨ
カ
」
は
、
相
手

の
心
情
に
強
く
訴
え
か
け
る
時
に
使
わ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
福
岡
県
下

で
の
「
力
語
尾
」
 
「
イ
語
尾
」
併
用
に
つ
い
て
は
馬
吉
町
義
雄
氏
が
、
 
『
九
州

の
コ
ト
ハ
」
 
（
三
文
社
 
昭
和
5
1
年
）
で
、

 
 
カ
イ
冷
用
地
域
で
は
カ
は
感
嘆
、
感
動
を
表
す
バ
ト
・
ス
的
表
現
で
あ
り
、

 
 
イ
は
平
静
普
通
な
状
態
の
エ
ー
ト
ス
的
表
現
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
ち
れ
る
。
浮
羽
郡
吉
井
町
で
の
「
ヨ
カ
」
は
、
た
し
か
に
感
動
文

に
顕
著
に
見
え
、
「
エ
ー
」
、
は
、
平
叙
文
に
使
わ
れ
て
い
る
。
 
「
力
語
尾
」
に
、

感
情
的
な
表
現
性
が
認
め
ら
．
れ
よ
う
。

 
 
三
一
」
ど
「
ナ
カ
‘
（
な
い
）
」
と
の
二
語
が
対
応
す
る
よ
》
・
に
「
イ
語
尾
」

域
に
生
き
る
の
も
、
 
「
力
語
尾
」
存
立
の
特
徴
的
な
現
象
の
一
つ
で
あ
る
。
い
．

わ
ゆ
る
「
ヨ
カ
・
ナ
カ
」
地
域
で
、
形
容
詞
全
般
ば
「
イ
語
尾
」
で
あ
る
の

に
、
 
「
よ
い
9
．
な
い
」
．
の
二
三
の
み
、
'
「
力
語
尾
」
 
「
イ
語
尾
」
、
が
併
用
さ
れ
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て
い
る
の
で
あ
る
。
神
部
宏
泰
氏
鳳
、
 
「
九
州
西
部
方
言
の
形
容
語
ー
カ
語

尾
形
容
詞
を
中
心
に
i
」
（
『
国
語
教
育
研
究
』
第
2
6
号
 
昭
和
5
5
年
）
，
で
、

，
「
ヨ
カ
・
ナ
カ
」
の
生
命
力
に
触
れ
、
 
「
よ
い
・
な
い
」
の
「
辞
的
な
性
格
」

の
強
ざ
、
「
日
常
の
言
語
生
活
に
あ
っ
て
の
、
こ
の
二
語
の
、
高
い
出
現
頻
度
」

な
ど
の
要
因
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
が
、
現
時
点
で
は
、
 
「
ヨ
カ
・
ナ
カ
」
地

域
で
の
詳
し
い
状
況
は
つ
か
め
て
い
な
い
。
と
も
あ
れ
、
 
「
口
早
」
 
「
ナ
カ
」

は
、
 
「
力
語
尾
」
の
本
質
を
端
的
に
示
す
語
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

 
ひ
と
ま
ず
、
終
止
形
・
連
体
形
の
存
立
に
注
目
ル
て
、
「
カ
リ
活
用
」
方
式

の
把
握
に
努
め
た
と
こ
ろ
、
必
然
的
に
、
九
州
西
部
方
言
上
の
．
「
カ
リ
活
用
」

を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
も
か
く
、
終
止
形
・
連
体
形
の
「
力
語
尾
」
は
、

九
州
方
言
上
の
「
カ
リ
活
用
」
に
生
起
し
、
特
有
の
表
現
性
を
も
っ
て
、
九
州

西
部
方
言
の
地
域
共
通
語
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か

も
、
 
「
力
語
尾
」
は
、
現
在
も
な
お
、
 
「
イ
語
尾
」
域
に
徐
々
に
進
展
し
つ
つ

あ
6
。
が
、
そ
の
範
囲
は
、
お
の
ず
か
ら
、
地
域
の
方
言
事
情
に
よ
っ
．
て
画
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
「
力
語
尾
」
を
保
有
、
あ
る
い
は
受
容
し
得
る
地
域

全
体
を
「
力
語
尾
」
圏
と
考
え
、
そ
こ
に
九
州
西
部
方
言
の
存
在
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
こ
れ
ま
で
、
幾
度
も
、
 
「
カ
リ
活
用
」
の
終
止
形
・
連
体
形
を
「
力
語
尾
」

と
呼
ん
で
き
た
。
が
、
地
域
に
よ
っ
て
他
の
語
形
も
存
立
し
て
い
る
。
先
皇
の

．
『
九
州
方
言
基
礎
的
研
究
』
に
、
可
児
ケ
水
方
言
に
つ
い
て
、

 
 
「
カ
」
語
尾
と
い
っ
て
も
、
 
「
ク
ロ
ガ
」
 
（
黒
い
）
の
よ
う
に
、
多
く
の

 
 
も
の
は
「
ガ
」
語
尾
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
ニ
ッ
カ
」
（
憎
い
）
の
よ
う
に

 
 
餌
か
と
刀
卸
な
ど
符
三
音
の
後
の
み
が
「
烈
語
尾
に
な
る
・
ま
た
・

 
 
ノ
 
 
 
 
ノ
ノ
ヨ
ノ

 
 
ほ
ん
の
一
部
に
、
 
「
シ
ッ
ク
ワ
」
 
（
し
ぶ
い
）
 
「
エ
ッ
ク
ワ
」
（
え
ぐ
い
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ー
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
（

九
州
方
言
に
お
け
る
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況

 
 
．
「
ケ
ッ
パ
」
 
（
け
む
い
）
'
「
ネ
ッ
パ
」
 
（
ね
む
い
）
の
よ
う
な
「
ク
ワ
」

 
 
 
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

 
 
 
「
パ
」
語
尾
の
も
の
も
あ
る
。

噛
と
あ
る
。
 
「
カ
」
形
の
ほ
か
に
、
 
「
ガ
」
 
「
ク
ワ
」
 
「
パ
」
な
ど
の
語
形
も
あ

る
。
ま
た
、
 
『
昭
和
6
0
年
度
 
川
辺
川
ダ
ム
建
設
に
伴
う
文
化
財
等
に
関
す
る

報
告
書
』
 
（
熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
）
で
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 

 
 
老
年
層
の
こ
と
ば
に
は
、
 
「
ハ
ヤ
カ
ル
 
モ
ン
デ
ス
デ
 
ナ
ー
。
」
 
（
早
．

 
 
い
も
の
で
す
か
ら
ね
え
。
）
の
よ
う
に
、
連
体
形
に
「
ル
」
の
脱
落
し
て

 
 
い
な
い
古
い
形
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
。
 
 
 
、

ど
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 
「
ル
」
は
無
声
化
し
、
幾
分
聞
こ
え
が
弱
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
終
止
形
・
連
体
形
「
カ
ル
」
の
存
立
を
知
る
こ
と
．

が
で
き
る
。
 
「
カ
」
形
が
、
広
域
に
わ
た
り
分
布
す
る
の
は
、
そ
の
語
形
式

が
、
最
も
合
理
的
で
（
人
々
に
受
容
さ
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

二
 
「
力
語
尾
」
を
有
し
な
い
「
カ
リ
活
用
」

 
終
止
形
・
連
体
形
を
有
し
て
い
な
い
「
カ
リ
活
用
」
に
つ
い
て
見
て
い
ζ
う
。

 
ま
ず
、
北
九
州
市
若
松
区
で
の
「
カ
リ
活
用
」
を
例
に
と
り
あ
げ
る
。
当
地

は
、
九
州
最
北
端
に
位
置
し
、
西
部
方
言
域
の
筑
前
に
属
す
る
b
と
は
い
え
、

東
部
方
言
域
の
豊
前
と
の
境
界
に
近
く
、
九
州
東
部
方
言
に
も
通
じ
て
い
る
。

当
方
言
で
の
「
カ
リ
活
用
」
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
（
注
2
）

未
然
形

未
来
形

カ
ラ

カ
ロ
ー

連
用
形

カカ
ツリ

仮
定
形

カ
リ
ャ
・
カ
ラ

命
令
形

カ
レ

（ 183 ）

、



 
未
然
形
の
「
カ
ラ
」
は
、

 
○
ア
シ
デ
モ
 
ハ
ヤ
カ
ラ
ナ
 
ト
リ
エ
ガ
 
ナ
イ
。
 
（
中
落
）
・

 
 
 
 
足
で
も
速
く
な
い
と
と
り
え
が
な
い
。

な
ど
と
、
否
定
表
現
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
用
法
は
、
・
鹿
島
市
と
同
様
で
あ
る
。

未
然
形
「
カ
ラ
」
は
、
九
州
西
部
方
言
に
特
有
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
未
来
形

は
、 

○
ソ
ラ
 
イ
ッ
テ
ミ
タ
カ
ロ
ー
。
 
（
申
女
）

 
 
 
 
そ
れ
は
行
っ
て
み
た
い
だ
ろ
う
。

の
よ
う
に
、
 
「
カ
ロ
ー
」
で
あ
る
コ

 
連
用
形
の
「
カ
リ
」
は
．
助
動
詞
「
そ
う
だ
」
が
続
く
場
合
に
活
用
し
、

o
コ
ッ
捌
・
ン
ガ
■
オ
釧
づ
Y
ナ
．
ネ
ー
。
（
申
女
）

 
 
 
 
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
多
そ
う
だ
ね
え
。

 
○
二
引
ク
エ
図
モ
 
q
ト
ッ
テ
 
モ
引
ン
デ
モ
 
ヨ
耕
リ
ソ
L
二
。

 
 
（
中
男
）

 
 
 
 
二
億
円
も
持
っ
て
い
て
（
こ
れ
以
上
）
儲
け
な
ぐ
て
も
よ
さ
そ
ド
つ
な

 
 
 
 
も
の
を
。

な
ど
が
聞
か
れ
る
。
 
「
カ
ッ
」
は
、
．

 
○
ケ
ッ
捌
 
-
引
カ
ッ
テ
 
ア
ン
シ
ン
シ
タ
。
．
（
中
女
）

 
 
 
 
（
検
査
の
）
結
果
が
よ
く
て
安
心
し
た
。

 
○
オ
到
姻
 
到
か
ッ
テ
モ
 
カ
引
ン
ヤ
ケ
。
 
（
老
女
）

 
 
 
 
お
金
が
な
く
て
も
買
う
の
だ
か
ら
。

 
○
マ
ー
 
コ
ラ
 
イ
タ
カ
ッ
ト
ル
 
ヨ
。
 
（
中
言
）

 
 
 
 
ま
あ
、
こ
れ
は
（
こ
の
傷
で
鳳
）
痛
か
っ
た
は
ず
だ
よ
。

な
ど
と
、
助
詞
．
「
テ
」
が
接
続
す
る
。
 
「
イ
丁
丁
ッ
ト
ル
」
の
「
ト
ル
」
は
、

「
て
居
6
」
で
あ
る
。
ま
た
、
．
過
去
形
の
「
カ
ッ
タ
」
も
A

 
O
モ
ー
 
サ
ム
カ
ッ
タ
チ
 
ヨ
ー
。
 
（
中
女
）

 
 
 
 
 
（
信
州
は
）
も
う
寒
か
フ
た
っ
て
よ
。

 
○
キ
ブ
ン
ガ
 
ワ
ル
カ
ッ
タ
ラ
 
ヤ
ス
ミ
ナ
サ
イ
。
 
（
老
女
）

 
 
 
 
気
分
が
悪
け
れ
ば
休
み
な
さ
い
。
．
．
 
、

．
な
ど
と
、
・
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

r
仮
定
形
は
、
 
「
カ
リ
ャ
」
 
「
カ
ラ
」
で
あ
る
。
．

 
○
ソ
イ
デ
 
ヨ
カ
リ
ャ
、
エ
ー
 
タ
イ
。
 
（
老
女
）

 
 
 
 
そ
れ
で
よ
け
れ
ば
い
い
さ
。

 
○
イ
タ
カ
ラ
 
ビ
ョ
ー
イ
ン
、
イ
カ
ナ
 
タ
イ
。
 
（
中
女
）

 
 
 
 
痛
け
れ
ば
病
院
に
行
か
な
い
と
さ
。

な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
 
「
カ
レ
ば
」
が
「
殉
リ
ャ
」
と
な
り
、
さ
ら
に
「
カ

ラ
」
と
な
っ
て
い
る
。
」

 
命
令
形
の
「
ガ
レ
」
に
は
、

 
○
夷
之
レ
ト
 
平
芝
ー
テ
」
シ
タ
 
コ
ト
ヤ
ケ
 
判
ー
ヤ
 
ナ
イ
 
ネ
。
ダ

 
 
レ
ガ
 
ワ
ル
カ
レ
チ
ャ
 
オ
モ
ー
 
モ
ン
カ
。
・
（
中
女
）

 
 
 
．
、
「
よ
か
れ
」
と
思
っ
て
し
た
こ
と
だ
か
ら
い
い
で
は
な
い
の
。
誰
が

 
 
 
 
「
悪
か
れ
」
と
憶
思
う
も
の
か
。

．
の
例
が
あ
る
が
、
他
の
活
用
形
と
は
異
な
る
特
殊
な
肘
法
と
言
え
る
も
の
で
あ

る
。

 
昭
和
6
0
年
8
月
の
調
査
で
は
、
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
の
活
用
形
、
「
あ
る
い
は

文
表
現
を
聞
き
得
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
3
5
年
時
に
お
い
て
は
、
現
段
階
と
状

況
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
岡
蜂
信
子
氏
が
「
島
郷
生
活
語
に
お
け
る

形
容
詞
1
そ
の
構
成
と
表
現
一
」
 
（
「
研
究
紀
要
 
第
1
0
集
」
 
若
松
高
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等
学
校
郷
土
研
究
会

は
、
福
岡
県
若
松
市
）

い
る
が
、
そ
の
中
に
、

昭
和
3
5
年
）
で
、
同
じ
く
北
九
州
市
若
松
区
（
当
時

の
形
容
詞
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
結
果
を
発
表
さ
れ
て

 
 
ヨ
カ
 
ト
コ
．
シ
ヨ
ン
ナ
ス
ケ
 
ナ
ー
。
老
女
↓
中
石
 
あ
の
方
は
会
社

 
 
の
か
な
り
上
の
地
位
に
お
ら
れ
る
か
ら
ね
。

と
、
 
「
二
品
」
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ヨ
カ
」
に
つ
い
て
は
、

「
ご
く
稀
に
『
ヨ
カ
」
 
（
良
い
）
」
だ
け
が
用
い
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
十
五
年
後
の
今
日
、
．
「
ヨ
カ
」
を
聞
く
こ
と
は
な
い
。
連
用
形
の
「
カ
リ
」

に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
は
、

 
 
ク
ジ
ヨ
ー
ガ
 
オ
ー
カ
リ
ヨ
ッ
タ
。
老
男
↓
調
 
あ
の
頃
は
不
平
不
満
の

 
 
文
句
が
多
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
 
（
岡
野
氏
の
同
論
文
よ
り
）

と
、
 
「
カ
リ
ヨ
ッ
タ
（
カ
リ
居
っ
た
）
」
と
い
う
回
想
の
慣
用
表
現
が
欄
か
れ

鞄
よ
う
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
こ
の
用
法
も
聞
き
得
な
い
。
 
「
白
魔
」
 
「
カ

リ
ヨ
ッ
タ
」
の
消
滅
は
、
西
部
方
言
末
端
域
で
の
「
カ
リ
活
用
」
の
衰
退
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
九
州
東
部
方
言
に
属
す
る
、
豊
訂
域
、
-
大
分
県
宇
佐
市
で
の
「
カ
リ
活
用
」

は
、 

未
来
形
 
カ
ロ
三

連
宝
形
刺
リ
（
ヨ
刻
リ
ソ
ー
ナ
）

 
 
 
 
ー
カ
ッ
（
～
カ
ッ
テ
・
～
カ
ッ
チ
ョ
ロ
」
・
～
カ
ッ
タ
）

 
仮
定
形
 
カ
リ
ャ

で
あ
る
。
（
注
2
）
豊
後
域
、
大
分
県
直
入
郡
直
入
町
長
湯
で
の
「
カ
リ
活
用
」

は
、
 
「
九
州
方
言
基
礎
的
研
究
』
に
、

 
 
カ
ロ
ウ
（
推
）
 
 
カ
リ
ャ
ー
（
仮
）
 
カ
ッ
タ
（
過
去
）
 
カ
リ
ソ
ー

九
州
方
言
に
お
け
る
「
カ
リ
活
用
」
の
現
況

 
 
（
推
）

の
活
用
形
が
示
さ
れ
て
い
る
。
宇
佐
市
、
直
入
町
で
は
、
共
通
し
て
、
未
来
形

「
カ
ロ
ー
」
浅
連
用
形
「
カ
リ
」
 
「
カ
ッ
」
、
仮
定
形
「
カ
リ
ャ
（
一
）
」

が
見
え
る
。
九
州
東
部
方
言
域
で
の
「
カ
リ
活
用
」
方
式
は
、
ほ
ぼ
、
こ
の
二

地
と
同
様
の
状
況
と
推
察
さ
れ
る
。
未
然
形
・
終
止
形
・
連
体
形
は
有
し
て
い

な
い
も
の
の
、
九
州
東
部
方
言
域
に
あ
っ
て
も
、
 
「
カ
リ
活
用
」
は
、
根
づ
よ

く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
 
わ
 
り
 
に

 
以
上
の
よ
う
に
、
 
「
カ
リ
活
用
」
が
九
州
全
域
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
九
州
方
言
が
「
カ
リ
活
用
」
を
温
存
す
る
の
は
、

「
カ
リ
活
用
」
に
内
在
す
る
状
態
動
詞
「
あ
る
」
の
盛
行
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
「
あ
る
」
は
、
九
州
方
言
上
、
比
況
・
様
態
の
助
動
詞
「
ゴ
タ

ル
（
ご
と
・
あ
る
）
」
を
も
生
起
さ
せ
、
や
は
り
、
九
州
全
域
に
わ
た
る
分
布

を
見
せ
て
い
る
。

 
し
か
レ
、
 
「
カ
リ
活
用
」
は
、
終
止
形
・
連
体
形
の
「
力
語
尾
」
、
未
然
形

の
「
カ
ラ
」
を
保
有
す
る
九
州
西
部
方
言
に
よ
り
盛
ん
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

「
力
語
尾
」
．
は
、
九
州
西
部
方
言
の
特
異
性
を
き
わ
だ
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
、
九
州
西
部
方
言
に
「
ヵ
語
尾
」
が
存
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
，
神
部
宏

泰
氏
は
、
 
「
九
州
西
部
方
言
の
形
容
語
ー
カ
語
尾
形
容
詞
を
中
心
に
一
」

に
お
い
て
、

 
 
体
言
性
の
基
質
が
根
底
に
あ
っ
て
醸
成
さ
れ
る
、
特
殊
な
土
壌
に
育
ま
れ
・

 
 
て
力
語
尾
形
容
詞
も
、
安
定
し
た
展
開
を
と
げ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
想

 
 
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
一
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と
、
九
州
西
部
方
言
の
「
体
言
化
傾
向
」
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題

は
、
 
「
力
語
尾
」
と
他
の
九
州
西
部
方
言
特
有
の
語
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
九
州
東
部
方
言
の
「
カ
リ
活
用
」
が
、
西
部
方
言
に
比
べ
て
簡
単
な
の
は
、

東
部
方
言
の
共
通
語
化
が
西
部
方
言
の
そ
れ
よ
り
も
早
い
と
い
う
こ
と
が
一
つ

の
理
由
で
は
あ
ろ
う
。

 
九
州
方
言
研
究
上
、
．
「
力
語
尾
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
課
題
を
な
げ
か
け
て
い

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
母
体
と
な
る
「
カ
リ
活
用
」
の
本
質
を
見
き

わ
ぬ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
文
献
上
の
「
カ
リ
活
用
」

も
見
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 
注
1

 
九
州
全
域
の
「
力
語
尾
」
の
分
布
を
把
握
す
る
た
め
に
、
次
の
言
語
地
図
を

参
照
し
た
。

①
「
九
州
語
用
言
活
用
分
布
相
要
領
並
補
遺
」
所
収
の
「
形
容
詞
カ
イ
語
尾
地

 
域
別
心
」
λ
吉
町
義
雄
『
国
語
学
」
第
八
輯
 
昭
和
2
7
年
）

②
『
日
本
言
語
地
図
」
所
収
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
関
す
る
地
図
（
国
立
国

 
語
研
究
所
 
昭
和
4
1
年
）

③
「
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
の
「
「
好
い
」
の
地
図
（
前
掲
）

注
2
 
臨
地
調
査

調
．
査
 
地
 
名

調
査
年
月

被
調
査
者

佐
賀
県
鹿
島
市
高
津
原

福
岡
県
浮
羽
郡
吉
井
町

北
九
州
市
若
松
区
栄
盛
川
町

大
分
県
宇
佐
市
中
原

昭
和
5
5
年
3
月

昭
和
6
0
年
8
月

昭
和
6
0
年
4
月

昭
和
6
0
年
8
月

昭
和
6
0
年
8
月

青中青中老
女男女女女
29 33 24 49 69

才才才才鋒

少少中老老
男女女女男
11 16 37 69 72

才才才才才

老
女
 
7
1
才

中
女
 
3
7
才

中
男
 
3
3
才

老
女
 
7
8
才

中
男
 
4
9
才

青
女
 
2
4
才
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